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速野学区

社会福祉

協 議 会

大
曲
自
治
会

山
本

靜
枝

さ
ん(

94
歳)

題
字
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
と
も

緑
も
一
段
と
濃
さ
を
増
し
雨
に
映
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

学
区
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

平
素
は
速
野
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
段
の
御
協
力
、
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
令
和
元
年
度
役
員

改
選
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
学
区
長
の
大
役
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
速
野
学
区
福
祉
向
上
の
た
め
に

皆
様
と
共
に
、
学
区
民
が
暖
か
い
絆
で
繋
が
り
『
思
い
や
り
を
持
て
る
社
会
』

を
目
指
し
て
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

当
協
議
会
で
は
、
基
本
理
念
「
ぬ
く
も
り
の
『
和
』
で
つ
な
が
る
地
域
づ
く

り
」
の
も
と
、
第
三
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
三
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

当
学
区
は
若
い
自
治
会
と
高
齢
化
率
の
高
い
自
治
会
と
二
極
化
し
て
い
ま
す
。

課
題
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
が
、
市
・
学
区
・
自
治
会
の
一
層
の
密
接
な
連
携
の

も
と
、
皆
様
と
共
に
あ
る
速
野
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
目
指
し
て
諸
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
参
画
、
ご
支
援
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

絆
で
繋
が
り
互
い
に
思
い
や
り
を
持
て
る
社
会
を
！

速
野
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

馬
場

敏
明

大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
歳
を
重
ね
た
靜
枝
さ
ん
は
、
農
家
の
六
人

き
ょ
う
だ
い
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
早
く
か
ら
農
業
を
手
伝
い
、
嫁
ぎ
先

も
農
家
と
い
う
こ
と
で
、
八
十
八
歳
ま
で
田
ん
ぼ
や
畑
に
精
を
出
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

ご
主
人
が
ケ
ガ
や
病
気
が
ち
で
靜
枝
さ
ん
自
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ

イ
ン
に
乗
っ
て
田
ん
ぼ
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、
週
三
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
世
話
に
な
り
、
週
一
回
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
日
課
で
す
。
大
曲
の
老
人
会
の
有
志
で
さ
れ
て
い
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
て
身
体
を
動
か
し
、
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る

こ
と
が
今
の
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
腕
前
も
ま
だ
ま
だ
若
い

人
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
で
、
こ
の
前
も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

お
し
ゃ
べ
り
が
何
よ
り
の
楽
し
み
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明富中学校：☎ 077-585-7262 速野小学校：☎ 077-585-1014

福祉活動紹介

速野更生保護女性会

守山市赤十字奉仕団速野分団

「明るい社会づくりの基盤は家庭から」

更生保護女性会は、犯罪や非行のない明るい地域社会づくりを目指して活動しているボランティア団

体です。

速野学区では、「明るい社会づくりの基盤は家庭から」をモットーに、子育て支援を中心に活動を行

っています。

主な活動としては、

① 図書(絵本)の贈呈

毎年、少額ではありますが子どもたちの心がより豊かに育つようにと、速野学区にある三つの幼稚園·保

育園·こども園に絵本を贈呈しています。各園では有効に活用していただいています。

② 心と心をつなぐあいさつ運動

それぞれの自治会で計画的に朝のあいさつ運動を実施し、子どもたちとの心の繋がりを大切にしてい

ます。いつも見守ってくれる人がいる、環境づくりに努めたいと考えています。

子どもたちが、安全、安心に暮らせる住み良いまちになるよう、今後も地域に根ざした更生保護ボラ

ンティアとして活動して参ります。皆様のご理解·ご協力宜しくお願い致します。 会長 今井 みつ子

「Red Cross Volunteers」

赤十字奉仕団は、人道・博愛の精神のもと、その使命である人道的な諸活動を実践しようとする人々

が集まって構成されたボランティアの組織です。

私たちの守山市赤十字奉仕団速野分団の班編成は、自治会 5 班（開発、大曲、水保、美崎、ネオ・ベ

ラヴィータ守山）男女 48 名と 1 グループ班（ひまわり）男女 8 名の計 56 名で奉仕活動をしています。

＝速野分団の重点目標＝

１ 組織強化の取り組み。特に男性団員の加入促進

２ 一声ふれあい運動の推進（在宅高齢者の支援）

３ 防災、減災への取り組み（ハイゼックス炊き出し、救急救命等の講習の実施）

速野学区民が安全で安心して暮らせるために、私たち分団員一同が協力して活動をしてまいります。

昨年より皆様の協力をいただいております「プルトップ事業」のなお一層のご理解とご協力をお願い

いたします。

※プルトップ回収事業：回収量により、車椅子と交換することが出来ます。 分団長 山本 茂子
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速野幼稚園：☎ 077-585-1175 ひなぎくこども園：☎ 077-585-1177

任期は 2 年、学区社会福祉協議会では 4 部会に分かれ、民生委員・児童委員の皆さんと共に活動しています。

古城 和美

(広)

馬渕 朋子

(啓)
西村 弘子

(地)

中 野今井 江美(地)

4/25（木）19：30～

第 1 回福祉協力員

連絡会議

4/4（木） 誰がなるん?!

新しい 3 役を選んでいます。

地 ： 地域福祉部会

啓 ： 啓発部会

ボ ： ボランティア部会

広 ： 広報部会

4/25（木）13：30～

福祉協力員

全員研修会

遠藤 弘美

(啓)

森坂 静

(広)

ﾈｵ･ﾍﾞﾗｳﾞｨｰﾀ守山美 崎 大 曲 北川 NT

和田 節子

(広)

中井 佳子

(啓)

堀尾 好子

(ボ) 開 発

堀尾 はる江

(地)

室田 慶子

(啓)

大谷 みどり

(ボ)

斉藤 祥子

(啓)

山田 あけみ

(啓)

大橋 礼子

(ボ)

今井 順子

(広)

山田 冨美子

(地)
今 浜 中野小林

副代表:山本 ますみ

(広)
松井 敏美

(広)

中井 尚子

(地)

代表:北川 六子

(総務)

副代表:西村 幸子

(広)

木 浜

前田 すづ代

(広)

北村 昌美

(啓)

村田 佐代子

(ボ)

楠本 美佐江

(地)

(敬称略)

下村 敦子

(広)

今井 きみ代

(啓)

水 保
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情報箱

お
出
か
け
サ
ロ
ン

開
発
自
治
会

平
成

31
年

4
月

9
日
（
火
）

【
最
新
の
技
術
と
春
を
感
じ
よ
う
】
を
テ
ー
マ
に
彦
根
に
行
き

ま
し
た
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
車
窓
か
ら
満
開
の
桜
を
眺
め
な
が
ら
目

的
地
の
「
国
立
印
刷
局

彦
根
工
場
」
に
到
着
。
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
の
後
、
印
刷
や
裁
断
の
様
子
を
見
学
。
偽
造
防
止
の
為
の
最
先

端
の
技
術
に
感
心
し
た
り
、
一
億
円
の
重
さ
を
体
感
し
た
り
と
貴

重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ゆ
っ
く
り
と
美
味
し
い
昼
食
を
い
た
だ
き
、
近
江
八

幡
の
直
売
所
で
買
い
物
を
楽
し
み
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

守
山
市
北
部
地
区

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り

意
思
疎
通
が
難
し
か
っ
た
り
、

対
応
が
難
し
か
っ
た
ら
…

守
山
市
北
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
７
（
５
１
６
）
４
１
６
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
又
は
警
察
）
に
連
絡

道
に
迷
っ
て
い
た
り
、
何
か
に
困
っ
て
い
る

様
子
で
あ
れ
ば
自
然
に
声
を
掛
け
て
み
て
下
さ
い
。

例
「
こ
ん
に
ち
は
」
「
何
か
お
困
り
で
す
か
？
」

★
声
を
掛
け
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
★

・
正
面
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
し
た
口
調
で

・
驚
か
せ
な
い
、
答
え
を
急
が
せ
な
い

も
し
路
上
で
、

認
知
症
と
思
わ
れ
る
人
と
出
会
っ
た
ら

関
係
者
が
到
着
す
る
ま
で
一
緒
に
居
て
あ
げ
て

下
さ
い
。
優
し
く
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

・
驚
か
せ
な
い

・
急
が
せ
な
い

・
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

カ
フ
ェ
サ
ロ
ン

中
野
小
林
自
治
会

平
成

31
年

4
月

25
日
（
木
）

11
名
の
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ

6
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

男
性
は
真
剣
に
将
棋
盤
に
向
か
い
、
女
性
は

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ト

ラ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

3
月
の
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
で
作
っ
た
棒
サ
ッ

カ
ー
の
棒
は
、
新
聞
紙
を
丸
め
て
、
参
加
者
宅

に
有
っ
た
竹
を
切
っ
て
芯
に
入
れ
、
ガ
ム
テ
ー

プ
を
巻
い
た
手
作
り
で
す
。
頑
丈
な
棒
が
出
来

あ
が
り
、
棒
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。


